
 

食育  ～おいしいはたけ～ 

みんなで育てた野菜が収穫の時期を迎え、サラダ、かっぱ巻き、冷や汁、浅漬け、 

ピーマンの肉詰めなどにしてみんなで食べました。 

プール下の枝豆も美味しそうにふっくら育ちましたが、我慢です！この枝豆は節分の鬼退治用の豆 

（大豆）にするために植えたのです。 

 

看板が完成しました! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



きゅうり                ピーマンの肉詰め 

みそマヨネーズをつけて食べました   ひき肉を買ってきてピーマンの肉詰めを作り 

   食べました。ピーマンが苦手な子も匂いを 

                   嗅いだり、ちょっぴり挑戦した子もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 



☆人参収穫☆ 

終業式の日人参パンケーキを作りカフェを開きました。 

しまりすのもりグループはたんぽぽ組を招待し、おとまりほいくグループはぱんだ組を 

招待しました。またホールでもダンスパーティーを楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人参パンケーキのレシピ 

① 人参をミキサーで細かくする。 

② ホットケーキミックス粉と卵、水を混ぜる。 

③ 炊飯器で炊く。 

 

 

 
 

 

 

最初に歌“はたらくくるま”や“にじ”を 

歌い、マイムマイムとジェンカを踊りました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人参パンケーキは大好評でした♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



天文台に行ってきました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真撮影の後は“ひとみ望遠鏡”を見せてもらいました。 

毎週土曜日には、ひとみ望遠鏡でお星さまを見せてもらえるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天井が開くと、子ども達は大興奮！眩しそうな表情で見ていました。 

また望遠鏡の覗き方を教えてもらいました。 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示室にも興味津々の子ども達！楽しそうな笑顔で見学していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



魚つかみ 

子ども達が楽しみにしていた魚つかみです。 

空は曇っていて朝方雨も降りましたが、元気パワーで雨が止みました。 

施設の方から、魚つかみのやり方を教えてもらいました。 

生きている魚の命を頂き、みんなが大きくなること、生活している事を聞きました。 

魚つかみと言うと「ぬるぬるしている」「つかまえるのがたのしい」と思いがちですが 

ここでは、捕まえた魚の頭を石に叩きつけ、失神させる経験もしてきました。 

目の前で腹を裂き内臓を出す工程を見たり、串にさしてもらった魚に自分で塩もぬりました。 

串に番号が書いてあり、自分の捕まえた魚を食べました。子ども達は忘れないように 

一生懸命記憶していました。魚が焼けるのが待ち遠しくて、声を合わせて１００まで数えて 

待っていると…なんということでしょう自分の番号が一瞬分からなくなった子もいました（笑） 

でも大丈夫！！他の子が覚えていたから、全員食べることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニジマスの心臓はまだピクピク動いていましたが、子ども達は興味深げに見ていました。 

「みたい」「みせて」と言うと、施設の方も一人ひとりに心臓を見せてくれました。 

一人ひとりがじっくり見せてもらえたことが大事で、今後の興味・関心につながっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


